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1. はじめに
　インターネットを利用した商品の購入が一般的にな

り，それに伴って大量のレビューを閲覧できる環境に

なった．『楽天トラベル』[1]の宿泊施設のレビューもそ

の 1 つである．このレビューは宿泊施設をユーザー

が利用した際にサービス，立地，部屋，設備･アメニ

ティ，風呂，食事，そして総合的な 7 項目についての

5 段階の評価とその施設についての感想の文章から

なる．2012 年 1 月現在，26,678 件の国内宿泊施設

が登録されており，それぞれにレビューが存在する．

その数は数十件から多いものでは千件以上にものぼ

る．しかし，利用施設を選択するために全てのレ

ビューを閲覧することは現実的に不可能である．そこ

で本稿では重要単語（キーワード）に該当する全ての

レビューに対してキーワードに関する要約文を作成

することを目標としている．

2．関連研究
　重要語を用いた要約文の作成に関する研究として

[2]の研究を参考にして行った．この研究では

Support Vector Machine(SVM)を用いて 15 の素性に

よる文書中の文の重要文節を決定し，係り受け構造

を用いたアルゴリズムを用いて要約を試みている．し

かし，この研究ではデータに文語調で書かれた新聞

記事を用いており，レビューは口語調で書かれてい

るのでレビュー要約にそのまま利用することは難しい．

本研究では Web 上での利用を考慮して重要文節を

要約文につき 1 つの単語とし，より結果が見やすい

手法を用いた．またレビューについてはアスペクトと

いう評価視点を用いてさらに評点を加えた研究[3]も

存在する．

3. 提案手法の概要
　システムの流れを図１に示す．なお，ここでのキー

ワードとはレビュー内に出現する一般名詞を出現回

数順に並べた上位 10 件の単語を指す．これによって

その宿泊施設の重要と思われる単語をその施設のレ

ビュー全てから抽出することができる．

　ユーザーはシステムに施設番号を入力することでそ

の施設についての特徴を現す複数の単語（キーワー

ドリスト）を取得することができる．さらにユーザーは

キーワードリストから 1 つをキーワードとして選択する

ことで，そのキーワードから情報を検索して要約を行

う．

図 1. システムの流れ

3.1. ユーザー投稿レビューの抽出
表 1. 扱ったデータの形式

　　　　システム　　　　　　　　　　　　　 利用者

　　　 レビューの抽出　　　　　　　　　　施設番号

　　　　名詞の抽出

　　　キーワードリスト

　　　　 　の作成

 キーワードによる検索

　　　　 検索された

　　　 レビューの要約

キーワード

要約文

項目 説明

施設番号 施設でユニークな数字

ユーザー投稿本文 投稿本文の文字列

投稿番号 投稿でユニークな数字

分類
「感情・情報」「苦情」など

 の文字列

プランタイトル
プランタイトル文字列

 （空欄あり）

部屋種類

部屋名前 部屋の名前の文字列

施設回答本文
投稿に対する施設側から

 のコメント（空欄あり）

プランID プランIDの数字（空欄あり）

「s」「s1」などの文字列
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　要約の手法としてまず表 1 の形式をタブで区切って

まとめられたテキストファイルからユーザー投稿本文

を正規表現によって抽出する．尚，データは 2010 年

に楽天技術研究所[4]にて公開された楽天トラベルの

データを使用する．

3.2. キーワードのための名詞の抽出
　その後文章を日本語係り受け解析システム

CaboCha[5]によって図 2 のように構文解析して一般

名詞を抽出する．また，“*”の後ろにある数字はそれぞ

れ文節番号，係り先番号+係り種別，主辞/機械語位置，

係りやすさのスコアになっている．本稿では文節番号と

係り先番号の係り受け情報を用いることによって後の要

約文作成を行う．

（例文）フロントやスタッフの対応はとてもよく、

* 0 1D 0/1 1.05936835

フロント        フロント        フロント        名詞-一般

O

や      ヤ      や      助詞-並立助詞                   O

* 1 2D 0/1 1.86707095

スタッフ        スタッフ        スタッフ        名詞-一般

O

の      ノ      の      助詞-連体化                     O

* 2 4D 0/1 1.66298873

対応    タイオウ        対応    名詞-サ変接続 

O

は      ハ      は      助詞-係助詞                     O

* 3 4D 0/0 0.00000000

とても  トテモ  とても  副詞-助詞類接続 

O

* 4 -1O 0/0 0.00000000

よく    ヨク    よい    形容詞-自立     形容詞・アウオ

段        連用テ接続                      O

、      、      、      記号-読点                       O

図 2. CaboCha の解析結果

3.3. キーワードリストの作成
　前項の結果より名詞を抽出したものを表 2 のように

出現回数順に並べる．ここで生成された名詞はその

施設における特徴を表すキーワードとなり，その中の

1 つを利用者が選択することによって利用者に興味

のある項目を検索することができる．施設番号 416 に

登場した名詞を出現回数でソートしたものを表 2 に示

す．キーワードにはその宿泊施設の特色を表す単語

を選択する必要があるので『部屋』，『フロント』，『ホテ

ル』など全ての施設に頻出する単語を削除する．今

回は全ての施設における出現回数の多い名詞の中

から上位 10 件に該当する単語を削除する．本稿で

は『冷蔵庫』をキーワードとして要約手法の説明を行う．

表 2. 施設番号 416 と全体の施設での出現回数

        の多い名詞

3.4. レビューのキーワードによる検索
　前項で作成したキーワードリストから利用者はキー

ワードを 1 つ選択してユーザー投稿レビューよりパ

ターンマッチングを用いた検索を行う[6]．これによっ

て，キーワードを含むレビューのみに絞り込むことで，

その宿泊施設について全てのレビューを用いる場合

よりその施設についての特徴が含まれるレビューを抽

出し，要約文を作成することができる．

3.5. 検索されたレビューの要約

図 3. 『冷蔵庫』について要約方法の結果

　この項では選択されたキーワードを含む文章より

CaboCha の係り受け関係を用いて簡易的な要約文を

作成する．レビューは口語調で，文法的に間違った

文章も含まれるため，CaboCha での構文解析が正常

に行われない場合がある．よって後の要約で係り受け

関係を用いるなどの工夫が必要である．『冷蔵庫』と

いうキーワードを全ての宿泊施設のレビューについて

人手で要約の方法を調べたところ図 3 のような結果

になった．レビューの文章がそのまま要約文として使

出現回数 全体の名詞 出現回数
1 部屋 14 部屋 149151 
2 フロント 14 ホテル 109057 
3 ホテル 13 プラン 82442 
4 プラン 8 風呂 54842 
5 料金 6 フロント 44523 
6 冷蔵庫 6 駅 38665 
7 駅 6 立地 38505 
8 シングル 5 お部屋 32656 
9 タクシー 5 値段 27607 

10 繁華 5 ルーム 26629 

416の名詞

そのまま

要約文として
使用できる

係り受け関係
の利用が必要

前後の文が必要

44.4%

44.4%

11.2%
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用できる文が 4,570 文中 2,031 文と 5割に満たな

かった．そして残りの 2,500 件あまりの 8割ほどが文

頭に来る接続詞やキーワードの出現位置などの理由

によって要約文にする際に係り受け関係を用いた要

約が必要であった．さらに残りの 2割ほどはキーワー

ドを含む文章のみでは要約文が作成できず前後の

文を用いて要約文を作成する必要がある．

3.5.1 先祖子孫関係を用いた要約
　まず，係り受け関係を用いた要約を始めるにあたっ

て適当な文を例にして[2]のアルゴリズムを基にして

図 4のようなキーワードの先祖子孫関係の文節を要

約文とした．この要約ではキーワードが主語でなく目

的語である場合，特に主語がキーワードに直接係ら

ない場合は元の文から要約文にする際に主語が無く

なってしまうので意味が通じない文になってしまう．ま

た，この手法の仕様上最後の文節が必ず要約文に

入るのでこの方法での要約はほとんどの文に冗長部

分が付け足されてしまう．

図 4．先祖子孫関係を用いた係り受け関係の例

3.5.2 親子関係を用いた要約
　この項ではCaboCha による係り受け関係を用いて

親子関係についての要約を行い，キーワードが主語

で無い文についても要約を行う．図 5 のようにキー

ワードに係るまでの文節とその親子関係が途切れる

までの文節を要約文とし，文末を終止形にすることで

要約を行う．しかし，この要約ではキーワードが主語

に直接係らない場合は要約文中に主語が出現せず

文が成り立たないことが多い．例えば『冷蔵庫の中に

サービス品が入っていた。』という文があると，この手

法では『冷蔵庫の中に』という要約文になってしまう．

なのでキーワードが主語のときとそれ以外のときで場

合分けをする必要がある．主語の判別はキーワード

の後ろに係助詞の”は”もしくは格助詞の”が”が存在

する場合にその語を主語と判断する.

図 5．親子関係を用いた係り受け関係の例

3.5.2.1 キーワードが主語に係る場合
　この項ではまず，キーワードを含む文節の直前と直

後の項に着目して，その項とキーワードが親子関係

にあった場合その文節を要約文に追加する．そして

さらに追加した文節の直近の文節について親子関係

があるかを調べる．これを繰り返して親子関係が成立

しなくなるまで行うことで要約文を作成する．これに

よって最小の文節数で要約文を作成することができる．

3.5.2.2 キーワードが主語に係らない場合
　キーワードが主語に係らない場合は前述のように主

語の無い文になってしまうので，ここではキーワード

の 1 つ後の文節について同様の作業を行う．これに

よってキーワードが目的語のときの主語や述語へ係り

受け関係がある場合に文が成立する．

レビューによっては主語が元々無い場合もあるが，こ

の手法では主語の有無に関わらず要約を行うことが

できるので主語が文中に存在しない場合でも同様に

要約文を作成することができる．

4.実験結果
　1 つの施設について要約を行った結果，3.5.1 項が

11 件中 2 件，3.5.2.1 項が 30 件中 27 件であった．

3.5.2.2 項については元々件数が少なく 200 件中 10

件しか存在しなく，10 件中 7 件成功した．キーワード

が主語のものは 3.5.1 項の手法では『冷蔵庫があるの

は助かります。』や『流石に冷蔵庫が無いときついで

す。』など，中には要約が成功するものも存在するが，

『冷蔵庫はあるけど全然冷えてなくて使えなかった。』

PCを

    使う

         ために

       　冷蔵庫 か

                      TV を

                   止める

                          必要が

                                あったのは

                                 大きな

                                         マイナス

　　　　　　キーワード

　　　冷蔵庫 　内の

　　　　　　　　　　　　飲み物が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷えてなく、

　　　　　　　　風呂あがりに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲んで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温くて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっかりしました。

キーワード
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という文は『冷蔵庫は使えなかった。』という要約文に

なって理由が冗長部分と判断されて省略されてしま

う.これに対して 3.5.2.1 項の手法では正常に要約す

ることができる.また，この手法で『冷蔵庫内に髪の毛

が落ちていたので、気になる人は無理かもしれませ

ん。』という文について要約を行うと『冷蔵庫内に髪の

毛が落ちていた。』という文になった.3.5.2.2 項につ

いては主語が無い文にも適用することができたが，

『冷蔵庫にビールを入れておいたら、いざ飲もうとした

とき凍っておりました。』という文章に関しては『冷蔵庫

にビールを入れておいた。』という文になってしまっ

た.

5. まとめ
　これまでの研究で特定の宿泊施設についてのレ

ビューからその施設に関連のある名詞をキーワードと

して抽出し，そのキーワードについての要約文を作

成した．本稿ではユーザー投稿レビューから名詞を

抽出してその出現回数を用いた重要単語のリストの

作成を行った．その中の 1 つをキーワードとして検索

を行うことによって利用者の必要とするレビューを抽

出して要約文を作成することができた．

　今後の課題としてまず，レビューの宿泊施設につい

ての特徴を持たない実用性の無いキーワードを排除

する必要がある．本システムでは利用者がキーワード

を選択してそのキーワードについて要約を行うのでそ

の宿泊施設に特徴のあるキーワードである必要があ

る．そのために出現回数が多くかつ特徴的なキー

ワードを選定しなければならない．

　そして，本稿のシステムでは宿泊施設についてのレ

ビューについての要約文を作成してきたが，このシス

テムを利用して Web 上にある一般的な商品やその他

のサービスなどさまざまな分野のレビューについて

キーワードに関する要約文を作成するシステムを製

作する予定である．
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